
私のふるさと

～ こんなに 広く

静か だったかな ～



はじめに

東日本大震災から１１年が経とうとしています。

でも、あの衝撃的な震災の光景は、今も鮮やかに思い出されます。

２０１１年５月、ボランティアの拠点であった石巻専修大学の敷地内に、沢山の小さなテントが

そぼふる雨の中に肩を寄せ合うように立っていました。全国から大勢のボランティアの方々が駆け

つけてくれたのです。

そして、幾つもの場所で温かい炊き出しがありました｡私も、しばらく避難所でボランティア活動

のお手伝いをしました。

ほどなくして、何人かの親戚や友人は仮設住宅から復興住宅へ移り住みました。

でも、顔馴染みのない中でご近所付き合いも出来なく、寂しいと言っていました｡

































おわりに

２０１９年９月、やっと開通した三陸鉄道に乗って、青森から岩手、宮城と南下の旅を

して来ました。震災から８年も経っているのに、ダンプカーが砂煙をあげて走り回ってい

ます｡見上げるほどの防波堤は、まだまだ未完成です。

３０年前に住んでいた大船渡に着いた時は､唖然としました。家並みが消え、更地が

広がり、自分は何処に立っているのか分からないのです。私の第２のふるさとも消えて

しまったと思いました。

１０年を経ても癒えることのない悲しみ、辛さ。それでも、震災を乗り越えて前を向い

て歩こうとする、ふるさとの人の強さも感じました。
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